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お引越しのシーズン到来。 

新天地に赴く前に、いま一度、返し忘れている本がない

かご自宅をご確認ください。 

 

＊本の返却は、市内のふれあいセンター 

 などの図書室でもできます。 

１階特集展示 はたらくこと 

２階特集展示 あなたにとっての癒しは何ですか  

２階特別展示   知っておこう☆大切なあなたのココロとカラダ  

                   ～女性の健康週間～（～3/7） 

       「さくらももこ展」長崎県美術館連動展示（～3/10） 

       令和5年分 確定申告（～3/15） 

       コレクター？マニアック？～こだわりの“モノ”たち～（3/2～3/16） 

ＹＡ特集展示 〇〇の裏側～働く人を知る～  

ＹＡ投稿展示 これって自分だけ？マイルール  

児童特集展示 春をさがそう 

児童ミニ展示 おおきくなあれ！ 

開館状況やイベントの詳細・開催状況は、図書館のホームページ・SNS・館内ポスターをご確認ください。 

医療・健康ミニ講座 

保健師さんに聞く！腎臓のハナシ 

3月14日(木) 14：00～15：00 (13：30開場) 

会  場 グループ学習室Ａ 

定  員 10名  

申込方法 2階カウンター もしくは メール  

★3月の第2木曜日は、世界腎臓デー★ 

腎臓のはたらきや健康に保つために気をつけること、 

新たな国民病ともいわれている「慢性腎臓病(CKD)」 

のことなどについて、長崎市健康づくり課の保健師さん 

にお話しいただきます。 

また、図書館司書が本を使った医療・健康情報の調 

べ方をご紹介します。 

https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/
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つくるをひらく 
 

 

光嶋 裕介／著  

ミシマ社  

2021年刊 

ラベル:704コ(2階フロア) 

そこに工場があるかぎり 

 
小川 洋子／著  

集英社  

2021年刊 

ラベル:509.2オ(2階フロア) 

いま、映画をつくるということ  
日本映画の担い手たちとの21の対話  

 

 

是枝 裕和/編 

フィルムアート社    

2023年刊 

ラベル:H778イ(1階趣味娯楽) 

大学の講義をまとめた本書。ゲストとして迎えられた

21人の映像制作者たちとの対話から、いま映画は、

いかにして生みだされ続けているのかを解き明かす。 

国内外で高い評価を得ている日本のものづくり。その

現場である工場には、理念やこだわりを持って仕事に

取り組む人々の姿があった。国内6つの工場を訪ね、そ

こで働く人とものづくりの様子を伝える。 

小さいエネルギーで暮らすコツ  
 太陽光･水力･薪&炭で、電気も熱も自分で つくる  

 

 

農山漁村文化協会/編  

農山漁村文化協会  

2023年刊 

ラベル:P501.6チ(2階環境) 

太陽光や水などの身近なものを使い、熱や電気をつくり出す方法を掲載。

さまざまな事例を写真や図を使って紹介する。 

鋳物屋なんでもつくれます 

 

 

上野 歩/著 

小学館 

2020年刊 

ラベル:B913.6ウエ(1階文庫) 

亡き祖父が起こした鋳造工場の経営難を救うべく、孫のルカは

大胆な改革を図るが、伝統を重んじる職人たちに反発されてし

まう。 

時代を超え、鋳物の技術で２つのオリンピックに挑戦した鋳物

師たちの物語。 

１冊の本が完成するまでには、どんな過程があるのか。出版社を

ひとりで立ち上げた著者が、これまでの経験をもとに解説する。 

いつもよりも具体的な本づくりの話を。  
 

 

北尾 修一/著 

イースト・プレス  

2022年刊 

ラベル:021.4キ(2階フロア) 

文字を作る仕事 

 

 

鳥海 修/著 

晶文社 

2016年刊 

ラベル:H727.8ト(1階趣味娯楽) 

身の周りにある文字は、人の手によってデザインされている。これまで

手掛けてきた仕事や人々との交流で得られた経験から、著者のモノ作り

に対する思いを綴る。 

わたしたちの日常にあふれる「つくる」。建築家でも

ある著者が、各分野の第一線で活躍する表現者５人と

対談。そこから見えてきた、「つくる」を自覚し「ひ

ら」いていくヒントとは。 
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